
 

 
 
 

 

 

 
 

生きて働く 

知識・技能  
 

未知の状況にも対応できる 

思考力・判断力・表現力等  

 

動画配信内容     ※A部門：肢体不自由教育部門  B 部門：知的障害教育部門 

研究概要説明 3 年間の概要 「学びを深めるしかけと工夫（「大きなしかけ」「小さなしかけ」）」のある授業づくりとは？ 

学習評価について  「活動分析表」と「ルーブリック評価表」の見方と、活用方法について 

各学部の実践報告 ① A部門小中高等部   ②B部門小中学部    ③B部門高等部    ④自立活動部 

 

全体講演 

 

 

 

 

 

指導・講評 

講演①  「3年間の実践的研究を踏まえ、個別最適・協働的な学びの実現に向けて」 

杉野   学 氏（東京家政学院大学 現代生活学部 児童学科 教授） 

 

講演②  「深い学びを促すしかけのある授業づくりと学習評価について」 

原田 晋吾 氏（東京家政学院大学 現代生活学部 児童学科 助教） 

 

指導・講評  「3 年間の実践的研究を踏まえ、今後に期待すること」 

三室 秀雄  氏（東京学芸大学 教職大学院 特命教授） 

長沼 俊夫  氏（日本体育大学 体育学部 体育学科 教授） 

河村 智子  氏（臨床発達心理士 現本校外部専門員） 

檜森 美弥子 氏（元本校主幹教諭 現本校外部専門員） 

 

 

参加申し込みフォームにアクセスしてください。

後日、視聴方法等をメールでお知らせします。

締切 2月１１日（金）

東京都立町田の丘学園

電話 042-737-0570（本校舎） 副校長 鈴木泉子

電話 042-792-4260（山崎校舎）副校長 井上 学

指導教諭 宮島伸行

学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性等   

東京都立町田の丘学園 

公開研究会（オンデマンド配信）の 

お知らせ 

 
 

児童・生徒が地域で「豊かな社会生活を送れる」ようになるため、深い学びを促す授業改善をどのように行っていったらよい
でしょうか？ 3 年間の研究成果として、校内における公開研究会の様子を動画配信いたします。多くの方に御覧いただき、
御指導・御助言をいただけたらと思います。ぜひ、お申込み・御視聴くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

オンデマンド配信期間（予定） 

令和４年 ２月 16日（水）～3月 2 日（水） 

町田の丘学園ホームページ  http://www.machida-sh.metro.tokyo.jp/

お申し込み お問い合わせ 

活動分析・ルーブリック評価
を活用した授業改善とは？ 

研究テーマ 
豊かな社会生活を送れる知識や姿勢を身に付けるために 
～学びを深める工夫「しかけ」のある各教科の授業づくり～（3年次・まとめ） 

学びを深める 
「しかけ」と「工夫」とは？ 

豊かな社会生活を送れる 
知識や姿勢 

https://forms.office.com/r/d8725H2ycL 

https://4.bp.blogspot.com/-iSqZef7yAnI/Wj4IfAQ13wI/AAAAAAABJL8/GCvm4tC53iQXWSoL2ioEI838A4_mA_CnQCLcBGAs/s800/group_kyoushi.png
http://www.machida-sh.metro.tokyo.jp/

